
この「よこて社協だより」は、社協会費を活用しています

みんなが主役！ みんなでつくる 人にやさしいまち横手 横手市社会福祉協議会
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「十文字こども食堂」の風景

増田高校の学生ボランティアの協力もあり、今年は
にぎやかな食堂でスタートしました。
いろいろな人と一緒に食べる楽しさを知ってほしい
と思います。

みんなの活動ひろば（4P）にも記事を掲載しています。



３ 社協だより ２社協だより

令和６年４月より事務局体制が変わりましたのでお知らせいたします。

事務局体制（所属長）

事務局長
日　野　　　勝

総務課長
佐　藤　勝　人

地域福祉課長
佐　藤　　　司

事務局次長（兼務）
七　尾　　　覚本　　部

福　祉　セ　ン　タ　ー 特別養護老人ホーム
横手・山内

福祉センター長（兼務）
七　尾　　　覚

平鹿・雄物川
福祉センター長
佐　藤　江里子

雄水苑施設長

加　藤　寛　規

増田・十文字
福祉センター長
髙　橋　祐　行

平寿苑施設長

佐々木　正　人

大森・大雄
福祉センター長
村　田　信　幸

憩寿園施設長

石　塚　純　子

地域福祉事業

介護保険事業

科　　　目 予 算 額
人件費支出 1,224,607
事業費支出 414,494
事務費支出 73,000
利用者負担軽減額 0
貸付事業支出 200
分担金支出 120
助成金支出 8,789
施設整備等による支出 29,650
その他の活動による支出 67,202

合　　　計 1,818,062

　　　　 支　　出 　（単位：千円）

科　　　目 予 算 額
会費収入（社協会費） 16,000
寄附金収入 1
経常経費補助金収入 8,089
受託金収入 158,456
貸付事業収入 200
事業収入 1,966
介護保険事業収入 1,542,112
老人福祉事業収入 19,946
障害福祉サービス等事業収入 9,944
受取利息配当金収入 1
その他の収入 1,863
その他の活動による収入 11,941
前期繰越金 47,543

合　　　計 1,818,062

　　　　 収　　入 　（単位：千円）

※共同募金配分金収入は経常経費補助金
収入に含まれます。（7,181千円）

令和６年度
当初予算

詳しい事業計
画並びに

予算は、本
会ホーム

ページで閲覧
いただけ

ます。
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け
あ
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を
め
ざ
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福
祉
意
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成
と
啓
発
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図
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と
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地
域
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け
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祉
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。
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　み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
と
な
る
よ
う
、
住
民

同
士
の
支
え
あ
い
・
助
け
あ
い
活
動
や
除
雪
活
動
、
地
域
交

流
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推
進
を
図
る
と
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に
、
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害
が
発
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し
た
場
合
に
早
期

の
復
旧
・
復
興
に
つ
な
が

る
よ
う
、
地
域
や
行
政
等

と
連
携
し
た
支
援
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の

充
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・
強
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を
図
り
ま
す
。
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て
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2

　地
域
福
祉
事
業
や
各
関
係
機
関
と

の
連
携
及
び
人
材
育
成
に
努
め
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
等
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
事
業

所
の
特
性
を
活
か
し
た
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
い
た
し
ま
す
。

福祉教育活動推進校
の指

定や助成金の交付、
地域

等で行う福祉学習や
交流

活動等の支援、ボラ
ンティア

の育成や活動の推進
、「よこて

社協だより」の発行
、社会福

祉大会の開催 など

福祉団体事務
の支援 など

福祉ネットワーク活

動や福祉協力員活動

の推進、輪気愛相レ

クリエーション交流
会の

開催、支えあい活動
等の

推進、地域の居場所
づく

りやいきいきサロン
活動

の支援、ボランティ
アや

共助組織等による除
雪支

援活動や災害に備え
た取

り組みの推進 など

　多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
地

域
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
社
協

内
の
部
門
間
連
携
や
福
祉
関
係

者
、
他
機
関
と
協
働
に
よ
り
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
や
相
談

支
援
等
を
行
う
と
共
に
、
生
活
支

援
体
制
や
権
利
擁
護
体
制
の
整
備

と
充
実
、
強
化
を
図
り
ま
す
。
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が
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や
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し
い
ま
ち
を
つ
く
る

基本目標

4

基本目標

3
みんなが集い、ともに支えあう
地域のきずなをつくる

　地域福祉の向上や地域課題の解決のた

め、福祉活動を行っている団体への支援

や連携・協働による活動を推進します。

基本目標

5
信頼され安定した事業運営に
向けた組織基盤をつくる社協会員の

募集、赤い
羽根共同募

金運動の推進、社
協事業評価検討会
議の開催、第４次
横手市地域福祉計
画・地域福祉活動
計画の推進及び策
定 など

　地
域
か
ら
信
頼
さ

れ
る
組
織
づ
く
り
や

地
域
福
祉
活
動
の
財

源
の
安
定
的
な
確
保

を
め
ざ
し
、
各
種
事

業
や
サ
ー
ビ
ス
等
の

評
価
及
び
改
善
を
行

う
ほ
か
、
地
域
や
社

会
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
今
後

の
地
域
福
祉
を
推
進

す
る
た
め
の
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

横
手
市
社
協
の
取
り
組
み

　
横
手
市
と
一
体
的
に
策
定
し
た
「
第
３
次
横
手
市
地
域
福
祉
計
画
・
横
手
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の

推
進
に
努
め
、
第
４
次
計
画
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
会
の
基
本
理
念
で
あ
る
、
住
民
の
参
加
と

公
私
協
働
に
よ
る
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
」
を
目
標
に
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

令和６年度

無料法律相談所の開
設や

困りごとなどの相談対
応、

たすけあい資金・生
活福

祉資金の貸付、日常
生活自立

支援事業の実施、横
手市成年

後見支援センターの
運営、横

手市自立相談支援窓
口の開設、

フードバンク事業の
実施 など

障がいのある方と
小学生のボッチャ交流

地域のつどいの場（山内）

デイサービスのご利用者によるお菓子作り

フードバンク事業



４社協だより５ 社協だより

ボランティアの発表会子どもの居場所づくりに向けた人材養成講座ひな祭り 見守り声掛け訪問 おもてなしで地域の方と交流

　大雄地域のボランティア４団体が、「みん
なのカフェ」のイベントで芸能発表を行いま
した。コロナ禍により披露の場が少なくなっ
たとの声がありましたが、それを感じさせな
いバンドの生演奏や踊り、懐かしい歌などで
大いに盛り上がりました。

　子どもたちが地域で暮らす多くの方々と楽
しく交流したり、安心して過ごせる居場所を
拡大していこうと、人材養成講座が行われま
した。当日は28名の方が参加し、子ども食
堂の取り組みなどを参考に、自分たちにもで
きる居場所づくりを考えました。

　大森小学校４年生の児童が、地域の高齢者
宅へ出向き、声掛け訪問を行いました。児童
それぞれが作成したカードに町内の農家から
提供していただいたお花を添えてお渡しし、
喜んでいただきました。少しの間でしたが、
心温まる交流となりました。

　誰もが安心して自分らしく暮らせるまちづくりを
めざし、普段の暮らしの中にある“つながり”や“お
互いさまの支えあい”の大切さについて、講演や市
内で行われている活動の実践発表を基にみんなで考
えました。

　横手高校定時制課程の生徒たちが、学校敷
地内に作成したかまくらで、保護者や地域の
方々をもてなしました。事前に学校周辺の町
内へ配付したチラシやメッセージカードを見
て来場された方もおられ、地域の方と交流が
できる良い機会となりました。

活動

みんなの

節分行事で鬼退治十文字こども食堂

　ご利用者と職員で邪気祓いの節分を行いま
した。鬼にふんした職員が各居室やリビング
を回り、ご利用者は「鬼は外！福は内！」と
豆に見立てたボールで鬼を追い出しました。
活動が制限されやすい季節でも、年中行事で
季節の移り変わりを感じています。

　12月はケーキ作りのイベントを行いまし
た。家族や友達、初めて会ったボランティア
のみなさんとこだわりの飾り付けをし、出来
あがりのケーキに満面の笑みがこぼれまし
た。ごはんとデザートでお腹いっぱい。「楽
しかった～」の声があがりました。

大森・川西地区3.1
金

雄物川保健センター2.2
金

横手高校定時制課程2.15
木

大雄地域福祉センター3.20
水

憩 寿 園2.2
金

十文字町健康福祉センター12.17
日

浅舞地区交流センター2.11
日 横手市地域支えあいネットワーク市民集会

みんなで支えあえる地域をめざして

❶本町下丁町内会自主防災組織の
　取り組み　　　　　　 （横手地域）
❷縫殿地区の取り組み　 （増田地域）
❸坂部婦人会の取り組み（大森地域）

発表団体等

　実践発表の様子は、
横手市社協ユーチュー
ブチャンネルでご視聴
いただけます。スマー
トフォンなどでＱＲ
コードを読み取り、ぜ
ひご覧ください。



６社協だより７ 社協だより

無料法律相談所のお知らせ　　　　　　６～７月

▶６月７日（金）10：00～12：00
▶７月５日（金）10：00～12：00

本部地域福祉課 ☎36－5377予約先 横手卸センター組合会館会 場

※３日前までに要予約。（一人30分まで）
※司法書士が相談に応じます。
※日時や相談方法が変更になる場合が
　あります。

ふくし掲示板

　毎月第３水曜日はイベントを
開催します。どなたでも参加で
きますので、お気軽にお越しく
ださい。
◆期日・内容／６月19日『お
茶を楽しみましょう（茶道）』
（先着20名）、７月17日『季
節の折り紙』
◆時間／午前10時～正午
（終了後はカフェタイムで交流）
◆会場／大雄地域福祉センター
◆参加費／無料
※準備の都合上、参加希望の方
はご連絡ください。
◆申込・問い合わせ／大雄福祉
　センター ☎0182－52－3311

　子どもから高齢者まで、市内
外のどなたでも参加できるこど
も食堂を毎月最終日曜日に開催
しています。お気軽にお越しく
ださい。（変更になる場合あり）
◆予約・問い合わせ／十文字福
祉センター
　☎0182－42－5858

　４月から本会本部に「成年
後見支援センター」が設置さ
れました。認知症や知的障が
い、精神障がいなどにより判
断能力が十分でない方が適切
に成年後見制度を利用できる
よう、本人やその家族、支援
者、関係機関からの相談に応
じます。
※相談には事前の予約が必要
です。
◆相談予約・問い合わせ／
　本部地域福祉課
　☎0182－36－5377

　様々な理由で学校や塾など
に行くことができないけれど
も、将来に向けて自主的に勉
強したい児童生徒を対象に、
授業や勉強でわからなかった
ところを質問形式のマンツー
マンで教えてくれます。

◆対象者／小学校１年生から
高校３年生まで
◆参加費／無料
◆その他／事前申込みが必要
※日時や会場などは申込みの
際にお知らせします。

　福祉への関心を高め、地域
福祉活動への参加を推進する
ため、地域や企業、団体等を
対象に研修メニューの提案や
講師派遣などを行っています。
　福祉に関する講座や研修会
を検討されている場合は、ぜ
ひご相談ください。

大雄つどいの場
「みんなのカフェ」イベント

十文字こども食堂
問合せ先がない掲示や

ふくし掲示板全般に関する
問い合わせは

本部地域福祉課まで
（☎0182－36－5377）

※イベントや集いの開催、ボランティ
ア活動募集など、ふくし掲示板への
掲載希望がありましたら、横手市
社協本部または最寄りの福祉セン
ターまでお寄せください。

横手市成年後見支援セン
ターからのお知らせ

福祉出前講座をご活用
ください

学びや横手（無料学習支援）
の生徒募集

フードドライブ事業にご協力ください
　食糧支援の取り組みを進めるために、ご家庭に眠っている食品などを回
収する「フードドライブ事業」を行っています。ご協力いただいた食品は
生活に困窮されている世帯や食品を必要としている団体などへ本会及び関
係機関を通じてお渡しされます。「もったいない」から「ありがとう」の
食品に変える活動にご協力をお願いします。

消費期限が１ヶ月以上先で、常温で保存できる未開封の食品が
ありましたら本会本部、または最寄りの福祉センターまでお寄
せください。
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介
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わ
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。

　
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
は
、
ご
利
用
者
の
お
宅
そ
れ

ぞ
れ
の
環
境
に
合
わ
せ
て
援
助
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
お
一
人
お
一
人
の
生
活
歴
や
病
気
に

応
じ
た
対
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の
為
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日
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認
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技
術
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が
必
要
で
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得
山
さ
ん
は
、
重
度
の
障
が
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の

方
に
も
訪
問
し
て
い
ま
す
が
、
動
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等
で
対
応
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仕
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復
習
し
た
り
、
ご
利
用
者
が
ご
自
宅
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
お
一
人
お
一
人
に
寄
り

添
い
、
和
や
か
な
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顔
で
支
援
し
て
い
け
る
よ
う

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

善意
令和５年12月16日～令和６年４月15日受付分

承諾をいただいた方のみ掲載しており、このほかにも
多くの善意をいただいております。※順不同

ありがとうございました

● ● ● 寄付金など ● ● ●

◆柏　原　せつ子様（雄物川）　　〈4,860円〉
◆鈴　木　典　男様（大森）　　〈500,000円〉
◆眞　坂　　　誠様（十文字）　　〈3,000円〉
◆気まぐれ弾き語りコンサート様〈10,000円〉
◆㈱兆ラーメン神蔵様　　　　　 〈6,845 円〉
◆秋田県曹洞宗 第六教区

第十六教区 有志会様〈27,441円〉
◆雄物川交通安全母の会連合会様〈4,561円〉
◆アンサンブル・リベラ様　　　　〈8,000円〉
◆秋田県民共済生活協同組合様　〈50,000円〉
◆成　田　竹　美様（大森）
◆横手高等学校定時制課程様

● ● ● ボランティア・協力団体など ● ● ●

◆いなほの会・沼館老人クラブ様

◆匿名様（十文字）〈ランチョンマット 42枚〉
◆明治安田生命秋田支社横手営業所様
〈フェイスタオル 55枚、塗り絵 21セット、色鉛筆 10セット〉
◆（公社）横手法人会 女性部会様

〈タオル 231本、バスタオル 2枚〉
◆雄物川小学校様　　　　〈バスタオル20枚〉
◆東北聖書バプテスト十文字協会婦人会様

〈カレンダー 1冊〉
◆西上町いきいきサロン様〈清拭タオル 62枚〉
◆十文字小学校 ボランティア委員会様

〈ティッシュ 75箱〉
◆十文字ライオンズクラブ様　　　　 〈野菜〉
◆阿気婦人会様  〈正月飾りのアレンジメント〉
◆たかゆう精肉店様
◆トヤマフーズ株式会社様

● ● ● 物　品など ● ● ●

◆松　井　澄　雄様（横手）　 〈野菜、食料品〉
◆匿名様（横手）　　　 〈介護用おむつ、肌着〉
◆木　村　ミサ子様（横手）

〈チラシで作ったコロコロ棒 20本〉
◆黒　澤　喜　一様（横手）

〈チラシで作った小物入れ〉
◆佐　藤　　　博様（増田）〈介護用おむつ他〉
◆齋　藤　幹　夫様（平鹿）　　 〈果物 20㎏〉
◆眞　坂　　　誠様（十文字）　　　　〈果物〉
◆黒　澤　有美子様（十文字）　　　　〈果物〉
◆千　葉　睦　美様（十文字）

〈果物、野菜、うどん〉
◆後　藤　園　子様（十文字）

〈清拭タオル 100枚〉
◆菊　地　知　子様（十文字）　　　 〈お菓子〉

　ヘ
ル
パ
ー
に
興
味
の
あ

る
方
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
窓
口
へ
い
ら
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

「
お
待
ち
し
て
ま
ぁ
す
」

訪
問
介
護
事
業
所
か
ら

ひ
と
こ
と

ご利用者の変化に気付けるよう対話も大切にしています

「地域の皆さんに身近
に感じてほしい」とい
う想いから、職員紹介
をしています。今回は
事業所の管理者が職員
を紹介します。

ご
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ロ
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で
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※チラシは本会ホームページから
ダウンロードいただけます



社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横手福祉センター
増田福祉センター
平鹿福祉センター

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄物川福祉センター
大森福祉センター
十文字福祉センター

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858

山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑

TEL.53－3009
TEL.52－3311
TEL.38－7011

特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市自立相談支援窓口

TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377
（市外局番 0182）

よこて社協だより ●発行●横手市社会福祉協議会　〒013－0072 横手市卸町5番10号 TEL.36－5377　FAX.36－5388
ホームページ https://www.yokote-shakyo.jp/E-mail honbu@yokote-shakyo.jp ８社協だより

福祉教育活動推進校
浅舞小学校『ひまわりプロジェクト』
～ひまわりでつながる交流活動～
　浅舞小学校では、「学校から地域へ元気を

あげたい」「地域から元気をもらいたい」と

いう想いから、ひまわりの栽培を通じた地域

との交流活動「ひまわりプロジェクト」を行っ

ています。

　種まきから収穫まで、ボランティア団体や

関係機関、施設、地域の皆さんから協力をい

ただきながら取り組んでおり、夏には学校周

辺にたくさんの花を咲かせ、広大に広がるひ

まわりは地域の皆さんに元気を与えています。

　冬にはお世話になった方々へ感謝の気持ち

や施設のご利用者へ元気を届けるため、地域

の方から指導していただきながら作ったグッ

ズやひまわりの種から搾油した「ひまわり

油」を地元の朝市で販売し、収益で高齢者福

祉施設へフラワーアレンジメントを寄贈する

など、ひまわりをきっかけとした学校と地域

とのつながりから人とふれあうことの大切さ

やおもいやりの心を育んでいます。

　今年で13年目となる『ひまわりプロジェ

クト』は、今後、地域の活性化や支えあいに

もつながるよう活動を続けていきます。

地域の
ふくし

つどい
の場へ

■開催日：概ね第３水曜日
■場　所：一本柳会館
■内　容：栄養教室、健康体操、
　　　　　健康講話、楽しみ会
　　　　　　　　　　　　　　など

■開催日：毎月第２、第４土曜日
　　　　　13：00～16：00
■場　所：旭地区交流センター
　　　　　（旭ふれあい館）
■内　容：籐工芸づくり

　３月のサロンで
は、お彼岸用に彼
岸花作りを行い、
個性豊かな色合いのお花が完成しました。薄いお花
紙を均等に折り、花びらを一枚ずつ開くような細や
かな作業とおしゃべりの組み合わせは、認知症の予
防になると期待しています。毎月皆さんと顔を合わ
せて交流をすることが大切な時間となっています。

　籐工芸クラブでは幅広い年齢の方が集い、柔
らかくしたツル状の籐という植物を編んで、思
い思いの小物やバックなどを作っています。
　参加者同士でお互いの作品を見せ合うなど、
和やかな雰囲気の中で開かれています。
　年齢・地域を問わずどなたでも参加可能です
ので、興味のある方はぜひお問い合わせください。

増田福祉センター
☎0182－45－4848

問い合わせ先● ●

籐工芸クラブ
松 井 敏 子 さん

☎0182－36－1862

問い合わせ先● ●

籐
とう

工芸クラブ増田

横手
一本柳いきいき

サロン

情報は各QRコードからも
確認いただけます

本会
ホームページ

YouTube：
事業や活動を
動画で紹介

Ｘ：
事業や各種情報を
随時発信

児童による浅舞朝市でのひまわり油販売


